
経済産業省で取り組んでいる
風評被害対策について

平成２８年１０月
経 済 産 業 省



御説明内容

１．福島県産品の販売・ＰＲ
２．産業界、流通業界への要請
３．国際会議・展示会を活用した福島県産品のPR
４．工業製品等についての風評被害対策



○ 経済産業省等関係省庁において、福島県産品の販売等を行う「霞が関ふくしま復興フェア」
を開催。
○ 経済産業省・特許庁内の食堂やコンビニで被災地産品メニュー・福島県産品を提供・販売。
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コンビニでの福島産品販売
・経済産業省内のコンビニエンス
ストアにおいて、福島県の特産
品（加工食品、パン等）を販
売。

食堂での被災地メニュー提供
・経済産業省、特許庁の食堂で、
福島の食材を使用した期間限定
メニューを提供。（経産省：7月11日
～19日、特許庁：8月1日～5日）

霞が関ふくしま復興フェア
・福島県産品の魅力を発信するため、
展示販売、観光ＰＲなどを行う「霞
が関ふくしま復興フェア」を、27年7月
29日～8月6日、28年7月15日～
8月2日の期間において、関係省庁
が連携し開催。
平成28年度は経産省、総務省、

法務省、外務省、文科省、厚労省、
農水省、国交省、環境省、消費者
庁、金融庁、特許庁、復興庁の13
省庁が参加。
・13省庁売上合計約724万円。

これまでの提供食材の例
・試験操業で漁獲されたタコ、シラス
・被災地産の米 ・川俣シャモ ・鶏肉
・カレイ ・野菜 等

福島県産品の販売・ＰＲ

平成２８年度開催セレモニー(於：経産省)



【参考2：これまでの福島産業復興フェア売上高】
第１回：２５年１０月８日 品数約 ８０種類、売上高約１６４万円

（茂木大臣等によるオープニング式典開催）
第２回：２６年６月２５日 品数約 ４０種類、売上高約 ６５万円
第３回：２６年８月２８日 品数約 ５０種類、売上高約 ６４万円
第４回：２７年１月２７日 品数約１２０種類、売上高約 ８４万円

【開催イベント】
・日時：平成28年7月15日（金）10:30－11:00
・場所：経済産業省別館1階ロビー
・内容：挨拶（経産大臣、復興大臣、福島県知事）、

テープカット（復興大臣、福島県知事、経産大臣、
経産副大臣、内閣府（消費者庁）・総務・外務・
文科・厚労・農水・国交・環境大臣政務官）、
展示販売会の内覧

【展示販売会】
・日時：平成28年7月15日（金）10:00－18:30
・場所：経済産業省別館1階ロビー
・内容：福島県産の旬の果実（桃）、加工食品、菓子、

飲料、銘酒等の展示販売（114種類）。
日本橋ふくしま館ＰＲ、福島観光ＰＲ等。

【参考1：第１回霞が関ふくしま復興フェア】
平成27年7月29日～8月6日 関係省庁7省にて、7日間開催 売上合計約523万円。
・開催イベントの開催、展示販売会を実施。

経済産業省における霞が関ふくしま復興フェアの開催結果
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産業界への要請等

○ 経済界（経団連、日商、経済同友会）に対して、産業界での福島県をはじめとする被災
地産品の流通・販売促進や企業マルシェの開催等を要請。
○ 流通業界（日本百貨店協会、日本チェーンストア協会等10団体）に対して、福島県産
品の仕入れ、特産品フェア等を通じた販売促進の協力を要請。

産業界への要請

平成27年6月28日
日本経済団体連合会、日本商工会議所及び経済同友会に対し、産業界での福島県産品をはじめとする
被災地産品の流通・販売促進、企業マルシェの開催、社内食堂、贈答品等での利用について、復興庁・農林
水産省・経済産業省連名で要請。

・・・貴団体会員企業の事業活動における福島県産品をはじめとした被災地産品の流通・販売促進
や被災地応援フェアの開催、社内食堂・贈答品等での一層の利用・販売等について、これまで以上の
御尽力を賜りますようよろしくお願いします。

産業界への要請

平成27年11月17日
日本百貨店協会や日本チェーンストア協会等流通業界10団体に対し、福島県産品の仕入れ、特産品フェア
等を通じた販売促進を経済産業副大臣名で要請。

・・・全国に販売網、拠点を有する流通業の方々に、改めて福島県産品の消費拡大に向けた取組を
お願いしたいと考えております。・・・・・これまで以上に、積極的に農産物、水産物等福島県産品の仕
入れ、特産品フェア等を通じた販売促進にご尽力賜りますようよろしくお願い申し上げます。

流通業界への要請
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福島県産品の企業マルシェの開催件数

企業マルシェの例

○大塚商会
「福島物産展」
開催日：平成28年6月14日
場所：大塚商会本社

（参考）企業マルシェの開催状況

28年度
(8月末現在) 27年度 26年度 25年度

２４件 １２２件 ９１件 ４３件
※福島県東京事務所調べ

○東京メトロ
「第9回福島産直市」
開催日：平成28年8月5日～6日
場所：東京メトロ銀座駅

○三菱重工
「ふくしま物産展」
開催日：平成28年8月18日
場所：三菱重工神戸造船所
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国際会議・展示会を活用した福島県産品のＰＲ
○ 経産省が関与する国際会議や展示会等の場において福島県産品等のＰＲを実施。

Ｇ７北九州エネルギー大臣会合

ＪＶＡ（Japan Venture 
Awards）2016
日程：28年2月10日
場所：虎ノ門ヒルズフォーラム
・交流会において、福島県産のトマト
ジュースを提供。

グローバル知財戦略フォーラム2016
日程：28年1月25日～26日
場所：セルリアンタワー東急ホテル
・交流会において、福島の酒コーナーを設け、
18種の日本酒を提供。
・パネル展示会場に、福島ＰＲブースを設
け、観光パンフレット約20種を配布。

Ｇ７北九州エネルギー大臣会合
日程：28年5月1日～2日
場所：リーガロイヤルホテル小倉
・歓迎レセプション(5/1)の場で、福島県産
の日本酒（樽酒）を鏡割りで使用（３つ
の樽酒のうちの１つ）
・閣僚ランチ(5/2)で、福島産食材を使った
料理を提供。
・復興庁と福島県が復興ＰＲのための情報
発信ブースを設置。

主な実施例

福島県産品のPRを実施した国際会議及び展示会の件数
28年度(8月末現在) 27年度

８件 ９件 ※福島県東京事務所調べ



○ 工業製品等についての風評被害対策として、放射線量測定や販路開拓のためのビジ
ネスマッチング等を実施。

工業製品等のビジネスマッチング（27年度までの事業）
・被災地域の持続的な復興・振興や風評被害の払拭を図るた
め、国内外での展示会、商談会等を通じて、被災地域の事業
者の大手企業等とのマッチングの機会を提供し、販路開拓を
支援（産業支援機関、金融機関等が実施する展示会、商
談会等の開催への補助）。

放射線量測定
・福島県を中心とした企業等からの要請に応じて、現地
又は福島市内において、工業製品の放射線量測定を
行うとともに指導・助言を実施。

- これまで（平成23年度～）の累計実績
・相談件数 累計 約620件
・測定実施件数 累計 約7500件

※平成28年3月末時点
※平成28年3月末時点

サーベイメーター
ゲルマニウム半導体検出器

28年度予算額：０．３億円
27年度予算額：０．４億円
27年度実績
・委託先：一般財団法人材料科学技術振興財団
・相談件数76件
・測定実施件数1,878件

- これまで（平成23年度～）の累計実績
・商談成約件数 累計 約2400件
・商談成約額 累計 約51億円

27年度予算額：１．１億円（対象：岩手県、宮城県、福島県）
補助事業数13件

27年度実績：商談成約件数481件、商談成約4.4億円
※平成28年3月末時点
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工業製品等についての風評対策（１）

【成果事例】
REIFふくしま（於：ビッグパレットふくしま）
(主催：公益財産団法人 福島県産業振興センター）
・再生可能エネルギー関連産業のビジネスに取り
組む企業等に、技術・情報の発信、商談・交流
の場を提供する展示会。
⇒ 風力発電設備事業者と鉄工事業者が本
展示会にて接点を持ち、風力発電設備の支柱
部分を鉄工事業者が請け負う。（約１億円）



○ 福島県等復興産学官連携支援事業（２８年度からの事業）
未だ風評の影響が残る福島県、宮城県を対象として、被災地域企業と大学、公的研

究機関又は大手企業等との連携の機会を提供し、試作品製作等を支援することにより、
商品開発、販路開拓を促進。東北経済産業局にて公募を実施し、7件採択。

【予算額】
２８年度予算額：９７百万円（新規）

【補助事業者】
被災地事業者とのネットワークを有する民間団体等
（産業支援機関、金融機関等）

【補助事業】
①産学官連携支援事業（10/10補助）
被災地企業の販路開拓のため、
・被災地での展示会、セミナー、シンポジウム等の開催
・被災地企業に対する展示会への出展支援
・被災地企業のシーズに合った大学、公的研究機関又は大手
企業等との面談、商談の機会提供
等を実施。

②商品開発支援事業（1/2補助）
被災地企業の商品の対外発信力や商品開発力、技術力を高
めるため、被災地企業が大学、公的研究機関又は大手企業等
と連携して行う試作品製作等を支援。

［展示会の例］

工業製品等についての風評対策（２）

［セミナーの例］

［面談会の例］
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○風評の払拭と福島県のイメージ回復を図るため、東京・日本橋に福島県アンテナショップ「日本橋ふくしま
館」（愛称：MIDETTE（ミデッテ））が平成26年4月12日にオープン 。
○福島県の日本酒や果物、工芸品等の特産品の魅力をはじめ、季節ごとの観光情報、食の安全・安心
を確保する取組など、復興に向かう「ふくしまの今」を発信。

所在地：東京都中央区日本橋室町
４－３－１６柳屋太洋ビル１階

営業時間：（平日）11:00～20:00
（休日）11:00～18:00

休館日：年末年始
面積：約４５０㎡（約１３７坪）
URL: http://midette.com/

食品（米・麺類・日本酒・加工食品） ：約2,100品目
工芸品（会津塗、起き上がり小法師等）：約 400品目
飲食コーナー：福島県の郷土料理（わっぱめし等）やＢ級グルメ

（浪江焼きそば）等 を事業者が交代で提供
催事コーナー：旬の果実や特産品の販売
実演コーナー：薄皮まんじゅうの実演販売 等

施設の概要 売れ筋商品（２８年４月）

ままどおる

国産馬刺し
モモ

１位 ままどおる(郡山市)

２位 厚揚ソフトかまぼこ
（いわき市）

３位 国産馬刺しモモ
(会津坂下町)

４位 うまくて生姜ねぇ(猪苗代町)

５位 飲み比べセット
(店内イベント)設置・運営：福島県と福島県商工会連合会が連携して設置。

運営は、公益財団法人福島県観光物産交流協会。

外観

（参考）「日本橋ふくしま館（MIDETTE）」について
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※来館者数：年間３７万人（２７年度）
２８年８月２４日に９０万人達成
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